特定非営利活動NPO）法人やましろ里山の会　週刊ニュース12年１月５日３８９号
皆さん　あけましておめでとうございます

2012年の抱負を語る(第1回事務局会議から)
理事長　深田三郎さん、里山の会の初夢を見た。しっかり今年も頑張りたい、みなさんのご協力をお願いします。副理事長　徳田武治さん、日本の底力のＴVを見た。(別項で紹介)。副理事長　播川　司さん、年末はお節料理を作っていた。14~15人が年に一度の集いで、みんな満足をして食べてくれた。副理事長　大村幸正さん、年末は家の周りや家の中の清掃作業に明け暮れた　里山農園の小屋がうまくできていた。常務理事　山村武正さん、ＰＣ機器の解体を通じて技術の進歩改善のすごさを知った　言葉には心をこめた伝え方が大事だと再認識した。前理事長　黒光輝政さん、元旦に家族全員が一年の計を発表。その後前年の計画を相互に評価し合った。伊藤千恵子さん、正月は気が緩みつかれた。3日にやっと正常に戻った。近藤宏一さん、毎年1日に天満の繁昌亭に出かけている。落語界では15年目までは新人という。話芸で人を満足させるのはすごいと思う。山田信人さん、図らずも河川レンジャーの副議長に選ばれ今年が大変です。青代茂治さん、もぐさ土が美濃焼の真髄である。この土を使って仕事を楽しんでいる。小川三良さん、元気に明るく思いっきりが大事です。させられるのではなく、自ら進んでものごとをやっているこの会が素晴らしい。
黒豆味噌作り　参加者募集　現在10人分受付　残り8人分　大至急連絡下さい。締切り10日午前中(麹つくりのため)。この味噌を一度口にした人は本当に美味しいと感想が寄せられます。黒豆の皮を剥いて作る味噌は、文字通り心のこもった手作りの作品です。是非多くの方に体験していただきたいものです。少し余裕がありますので申し込んでください。10日ごろに黒豆をお届けしますので1昼夜水につけて膨らんだ頃に皮を剥いてください。（10kgで一人だと約4時間かかります）そしてビニール袋に入れ里山の会事務所に届けてください。1年間冷暗所で保管して1年後に味噌が出来上がります。密閉のできる壷が必要です。詳しいことは問い合わせてください。
七草摘みと七草粥　参加者募集。6日午前9時30分　近鉄・新田辺駅・西口出発です。場所は近鉄鉄橋下グランド付近(例年の場所)参加費は一般500円、七草を摘み、刻んで七草粥を作り、試食します。七草に間違いやすいものについて説明します。どなたでも御参加下さい。正月一番のイベントです。河川敷での催しですが例年大勢の皆さんがこられます。昨年は70名の参加でした。
会費納入について　年末ぎりぎりにお二人さんから振り込み納入がありました。見事年内に100％納入が達成できました。里山の会始まって以来の快挙です。会計をはじめ事務局会議出席者の皆さん、そしてご協力いただきました多くの皆さん本当に有難うございました。
第29回京都木津川マラソン大会　整備協力金負担駐車場利用申し込み　12月末115台　（昨年は161台）。例年に無く低調な申し込み状況です。どかっと集中するようなことにならないようにと少し心配です。さて受入準備の予定地の整備状況ですが、なんとか整備が整ってきました。南駐車場は周囲を4回刈りましたのでクズがはびこることはなくなりました。内部は2回の刈り取りでかなり大きくなっています。そして冠水があって泥が付いて刈り取りはかなり悪条件での作業となりました。新しい泥が肥料にもなっていると思われるように背がかなり高くなって刈り取り後の量がべらぼうに大量で、運び出しに苦労しました。こうした状況から手作業による草刈り機による作業でははかどらなくなってきています。いよいよ自走式の動力草刈り機が必要になってきます。

特に夏草の刈り取り作業では、早朝の時間帯(午前5時から8時まで)でなければできません。午前8時を過ぎると汗びっしょりになり体力の消耗が烈しくなります。広大な面積の草刈ですので、大変です。何としても自走式の草刈り機の導入による作業時間の軽減を図らなければならないと思います。草刈り機使用に当たっては、石など障害物が刈り取り歯の損傷になるので取り除きが必須と成ります。
27日　事務所清掃と事務局会議　4班に分かれて清掃作業実施

深田組　山本　伊藤　　　　事務所の天井の拭掃除　見違えるように明るくなりました

黒光組　山田　田中元洋　　南駐車場の苅草運び出し　完了しました　岡本章三さんが細密作業で見違えるようになっています。

播川組　山村　芳川　　　　東駐車場の苅草焼却処分　第１次分としては処分完了　刈り残しの刈り取りを実行

大村組　森島　徳田　　　　倉庫の整理が大きく前進する　広く改善される
11時40分に全員が戻り温かい善哉とほかほかの炊き込みご飯を戴きながら、経過報告と新年早々の活動日程を確認する。

里山展のリハーサル10日　10時より12時まで　京田辺市中央公民館　里山の会の活動紹介と実績発表の場として開催いたします。サークル活動の充実も徐々に進みつつあり、成果も見られるようになって来ました。特に里山農園の充実は目を見張るものがあります。どうか皆さん揃ってご観覧下さい。そして今後の活動のあり方勧めからにご助言をいただければ大変ありがたいと思います。
会誌32号原稿募集　1ページ1000文字でお願いします。ただし写真や図などを使ってください。2ページまで可とします。締切りは3月10日必着　本文メール送信大歓迎　添付資料別送信でお願いします。
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/
2012年正月

2012年の正月は元旦のＮＨＫスペシャル『目指せ！ニッポン復活閉塞感打破の処方箋』を見て久し振りに元気をもらいました。

円高、株安、東日本大震災、原発事故、若者の就職難、社会保障の不安、などどこを向いても暗い壁ばかり。

1． 超円高をチャンスに「コクヨ」がインドの会社を買収、ノートの加工技術を生かして現地の児童に人気のノートを開発した話。

2． メイドインジャパンの日本の匠の加工技術を生かして、保温性の良い世界一のワイングラスを作った話。

3． ホンダがアメリカで日本人の地道なねばりで常識を破る大人気のジェット機を開発。

4． 岡山の材木業者が廃材の木くずで自家発電、最大の出費エネルギー代（石油、ガス、電気）をプラスに転じまた、木材燃料のペレットを開発してストーブ、温室栽培の燃料、林業の再生産業と広がっている話。

これらの話を聞いて、これからは、正に地域地域の特性を生かした里山産業の時代だと暗闇に明かりを見つけた気持になりました。
徳田武治






















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

